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〈 設  立 〉 昭和５７年３月

〈 事業年度 〉 12月1日～翌年11月30日

2.　対 象 範 囲

〈 対象範囲（認証・登録）〉 全組織・全活動

事務所面積 ｍ2 26 26 26

180 161

従業員数 人 5 5 5

売上高 百万円 168

令和４年度

FAX　　093-481-3274

E-mail   setouchi-doboku@lake.ocn.ne.jp

〈 事業の内容 〉 土木工事業・とび・土工工事業・舗装工事業・

水道施設工事業・解体工事業

　　　建設業許可　（特－3）第14353号

〈 事業の規模 〉

単位 令和２年度 令和３年度

〈 環境管理責任者 〉白江　寿也

〈 連絡担当者名 〉 白江　ひろ子

〈 連絡先 〉 TEL　　093-481-3490

〈 所在地 〉 〒800-0102　北九州市門司区大字猿喰９４2番地５

1.   組 織 の 概 要

〈 事業所名 〉 瀬戸内土木工業有限会社

〈 代表者名 〉 代表取締役　白江　剛



8.　この環境方針は、社員全員に周知するとともに、広く一般へ公開します。

6.　建設現場における景観及び環境保全に努めます。

7.　環境経営の継続的改善を図ります。

制定日：2018年1月15日

改定日：2020年8月26日

瀬戸内土木工業有限会社
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4.　グリーン購入に取り組みます。

3.　環　境　経　営　方　針

《基本理念》

　瀬戸内土木工業有限会社は、建設業としての事業活動を通して、地球

環境問題を考え、環境負荷の低減を心掛け、環境保全に取り組みます。

《行動指針》

　当社では、環境経営システムを構築し、以下の事項を重点的に取り組

みます。

1.　二酸化炭素の排出削減に取り組みます。

2.　産業廃棄物の削減、分別・リサイクルを推進します。

3.　水使用量の削減に取り組みます。

制定日：2018年1月15日

代表取締役　白江　剛

5.　事業活動に関する環境関連法規等を遵守します。



2)

3）

4）削減率は、2％で継続することとした。
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0 0

CO2排出係数は,九州電力の2020年度調整後排出係数0.479kg-CO2/kWｈを採用。

化学物質は使用していないので目標設定していない。

5 苦情防止 苦情件数 0 0 0 0

1)基準年度は2017年度、2018年度、2019年度の平均

0

6 地域貢献 回／月 1 1 1 1

4 事故防止 事故件数 0

350 350 350

2
廃棄物リサイクル率

％ 100 100
（コンクリート塊・アスコン塊）

3 使用水量の削減 m3 357
（2％） （2％） （2％）

（2％） （2％） （2％）

100 100

3476 3476 3476

（2％） （2％） （2％）

21168

（2％） （2％） （2％）

21168

1104

3408 3408

（2％） （2％） （2％）

1104 1104

3120 3120

（2％） （2％） （2％）

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 21600
21168

（2） ガソリン使用量の削減 l 3478
3408

4.　環 境 経 営 目 標　　

環境目標 単位 （基準年度） 2022年度 2023年度 2024年度

l 3547

（3）

事務所

現場

軽油使用量の

削減

l 1126

（1） 電力使用量の削減 kWh 3184
3120

1
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環境保全の意識向上 1 現場・会社周辺の清掃 白江ひろ子

取組目標 活動項目 責任者

苦情防止
1 低騒音型建設機械使用の徹底 白江寿也

2 周辺環境への配慮 白江寿也

（4）事故防止

取組目標 活動項目 責任者

（5）苦情防止

安全に配慮した施工
1 事故防止の徹底

2 安全パトロール実施

白江寿也

白江寿也

節水活動
1 節水ラベル貼付 白江ひろ子

2 水を流しっぱなしにしない 〃

〃

（3）水使用量の削減

取組目標 活動項目 責任者

（2）廃棄物排出量の削減

取組目標 活動項目 責任者

廃棄物搬出量の削減

1 工程改善等により不良品発生の低減 白江寿也

2 分別収集の徹底 〃

3 マニフェストの管理・保管 白江ひろ子

4 コピー紙の裏紙使用

（ガソリン・軽油） 3 タイヤの空気圧チェック 〃

4 配車計画の合理化 白江寿也

1 電気使用量の削減

1 エアコン設定温度を決め、実行する。 白江ひろ子

燃料使用量の削減

1 アイドリングストップ実施 矢下 竜　

2 省エネドライブの励行 〃

（6）地域貢献

5.  環 境 経 営 計 画    

（1）二酸化炭素排出量の削減

取組目標 活動項目 責任者

2 エアコンは定期的にフィルターの清掃をする。 〃

3 長時間席を離れる時はパソコンの電源OFF 〃

4 昼休みの消灯 〃

2



役割分担表

白江　ひろ子 総　務　部 燃料・電気・ガス・水道の消費量管理

現場代理人 工　事　部 工事部門におけるEA21の遂行を統括する。

白江　寿也 環境管理責任者
全体の把握／環境経営システムを構築し、運用し、その状況を
社長に報告する

白江　ひろ子 ＥＡ２１事務局 ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理

代表者

ＥＡ２１委員会 環境目標の達成状況及び経営計画の実行状況を審議する環境管理責任者

各部代表者

代表取締役
全体の統括、環境方針の設定
全体の評価と見直し

代表者

環境管理責任者

各部代表者

環境管理責任者
白江　寿也

ＥＡ２１事務局
白江　寿也

白江　ひろ子

総　務　部
白江　ひろ子

工　事　部
各現場代理人

氏名 所属（役職） 役割・責任・権限・使命
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ＥＡ２１委員会

　EA21 実 施 体 制

代表取締役
白江　剛

6. 　実 施 体 制

白江　剛



1)基準年度は2017年度、2018年度、2019年度の平均

2)CO2排出係数は,九州電力の2020年度調整後排出係数0.479kg-CO2/kWｈを採用。
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苦情防止 件数 05 0 0 100% 〇

3)CO2,軽油の未達成は工事量増加のため。

100% 〇

6 地域貢献 回／月 1 1 1 100%

4 事故防止 件数 0 0 0

〇

〇

2
廃棄物リサイクル率

% 100 100 100 100% 〇
（コンクリート塊・アスコン塊））

3503 使用水量の削減 m3 357

3478 3408

3120

236 114%

16900 20%

55571

3391 101% 〇

100% 〇

38% ×

3119

7. 環境経営目標の実績

環境目標 単位 （基準年度）

2021年12月～　2022年11月

達成率 判定

目標 実績

1 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2

3547 3476

1-1 電力使用量の削減 kWh 3184

1-3

21600 21168

1-2 ガソリン使用量の削減 l

×

軽油使用量の削

減

事務所

現場

ℓ

ℓ

1126 1104 1010 109% 〇



実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

活動項目 責任者 実績状況 評　　　価

白江寿也

（5）苦情防止

取組目標 活動項目 責任者 実績状況 評　　　価

安全に配慮した施工
事故防止の徹底

安全パトロール実施

1

2
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環境保全の意識向上 1 現場・会社周辺の清掃 白江ひろ子 〇 実施・継続

（6）地域貢献

取組目標

苦情防止
1 低騒音型建設機械使用の徹底 白江寿也 〇

2 周辺環境への配慮 〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　実施　　×　未実施

実施・継続

白江寿也

白江寿也

〇

〇

（4）事故防止

取組目標 活動項目 責任者 実績状況 評　　　価

節水活動
1 節水ラベル貼付 白江ひろ子 〇

2 水を流しっぱなしにしない 〃 〇

（3）水使用量の削減

取組目標 活動項目 責任者 実績状況 評　　　価

3 マニフェストの管理・保管 白江ひろ子 〇

4 コピー紙の裏紙使用 〃 〇

廃棄物搬出量の削減

1 工程改善等により不良品発生の低減 白江寿也 〇

2 分別収集の徹底 〃 〇

実施・継続

（2）廃棄物排出量の削減

取組目標 活動項目 責任者 実績状況 評　　　価

2 省エネドライブの励行 〃 〇

（ガソリン・軽油） 3 タイヤの空気圧チェック 〃 〇
2

燃料使用量の削減

1 アイドリングストップ実施 矢下竜 〇

4 配車計画の合理化 白江寿也 〇

2 エアコンは定期的にフィルターの清掃をする。 〃 〇

3 長時間席を離れる時はパソコンの電源OFF 〃 〇

4

実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

実施・継続

8．環境経営計画の取組結果と評価

（1）二酸化炭素排出量の削減

取組目標 活動項目 責任者 実施状況 評　　　価

1 電気使用量の削減

1 エアコン設定温度を決め、実行する。 白江ひろ子 〇

昼休みの消灯 〃 〇



遵守状況

　　・5.環境経営計画を継続する。

　9．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

1）次年度の環境経営目標

　　・基準年度の2％削減（4.環境経営目標に示す）

　　

2）次年度の環境経営計画

　10．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

法律名等 内　　容

廃棄物処理法
収集運搬車両の表示、収集運搬基準の遵守

〇
マニフェスト交付、保管（５年間）、定期報告

資源有効利用促進法
資材、施工方法による副産物発生の抑制

〇
再利用、再生利用、再資源化努力

建設リサイクル法 計画等説明書、届出書の提出 〇

騒音規制法
知事へ7日前までに提出

〇
作業敷地境界にて85デシベル以下

振動規制法
知事へ7日前までに提出

〇
作業敷地境界にて75デシベル以下

セメント及びセメント系の固化材を使用し

た改良土の六価クロム溶出試験実施要領
六価クロム溶出試験の実施 〇

環境基本法（土壌環境基準）
施主への通知

〇
判明時調査
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環境関連法の遵守状況をチェックの結果違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もありませんでした。

　11．代表者による全体評価と見直し・指示

1）評価

　社員全体のエコアクションへの意識向上もあり、ほとんどの項目で目標を

達成することができた。軽油使用量については、移動に使用する車両数を最

小限に努めたことにより事務所側では目標を達成することが出来たが、現場

側の使用量については基準年度と比較して、重機を使用する工事の受注増加

に伴い目標を大きく下回る結果となった。

2）見直し・指示

　1.継続して､健康管理に気を付ける。

　2.継続して、苦情なく、事故なく、実施すること。

　3.継続して、無駄をなくすために、事前によく話し合うこと。

　4.様々な無駄をなくすよう創意工夫すること。

　　1）電気、燃料の無駄をなくそう。

　　2）廃棄物は、分別、適正処理を行おう。

　　3）節水しよう。

　　4）パソコンの使用能力向上に努めよう。


